
 

プレスリリース 

2026 年 9 ⽉ 14 ⽇ 

 

報道関係各位 

アート＆デザインで新たな⽂化資源を創出する 
2026 年も観光経営⼈材育成講座を開催 

 

武蔵野美術⼤学（所在地：東京都⼩平市/学⻑：樺⼭祐和 以下、本学）が開発している「価値創造⼈材

育成プログラム（Value Creation Program）」（以下、VCP）を、観光経営事業者を対象として開発・展

開したプログラム「VCP for TOKYO Tourism 2026」を開講いたします。 

 

2024 年度から開講した本講座は、美術⼤学の「創造性教育」を活⽤し、デザイン経営の観点から顧客に響

く ブ ラ ン ド 作 り と イ ノ ベ ー シ ョ ン に つ い て 考 え る 実 践 型 の プ ロ グ ラ ム で す 。 ⼈ ・ 社 会 ・ ⾃ 然 を 捉 え 直 し 、

観 光 に 繋 が る 新 た な 価 値 を 創 出 す る ⼒ と 持 続 性 が ⾼ い ビ ジ ネ ス エ コ シ ス テ ム を 構 想 す る ⼒ を ⾝ に 付 け て

いきます。 

また、2025 年度に実施した伊⾖⼤島での実践型のフィールドワークを、本年度も実施予定です。受講者を

対象とした任意参加プログラムとして、東京都・伊⾖⼤島にて 1 泊 2 ⽇の⽇程で実施します。離島という

環境で地域の⾵⼟や暮らしに触れる体験は、都市部の⽇常では得られない視点や感覚をもたらします。⽕

⼭島ならではの景観や⾃然、地域との交流を通じて現地の魅⼒を⾝体的に感じることは、固定観念を問い

直し、新たな発想を⽣み出す機会となります。 

本フィールドワークでは、そうしたリアルな体験を通して、観光やサービスの価値をあらためて捉え直し、

講座で学んだ観光サービスデザインの実践につなげていきます。 

https://vcp.musabi.ac.jp/tourism/


 

過去の開催⾵景 

 

■開催概要  

プログラム名：VCP for TOKYO Tourism 2026  観光のリフレーム 

開催⽇程：2026 年 11 ⽉ 10 ⽇（⽕）〜2027 年 2 ⽉ 2 ⽇（⽕）  

＊上記期間内で全 6 講座（1 講座 150 分程度） 

フィールドワーク（任意）＠伊⾖⼤島 2027 年 2 ⽉ 27 ⽇（⼟）・2 ⽉ 28 ⽇ (⽇ ) 

会場   ：武蔵野美術⼤学 市ヶ⾕キャンパス 7 階  コワーキングスペース「Ma」 

     伊⾖⼤島（東京都⼤島町） 

参加費  ：無料   

＊DAY5 の移動経費と⾷費、および伊⾖⼤島でのフィールドワークに係る渡航、宿泊、⾷事は

参加者負担  

対象者：次の要件をすべて満たす⽅  

１．観光関連事業等に従事（予定含む）する東京都内に在住または在勤の⽅  

     ２．⽂化資源、観光やまちづくりに興味のある⽅  

定員  ：25 名程度 

募集期間：2026 年 9 ⽉ 14 ⽇（⽉）〜2026 年 10 ⽉ 14 ⽇（⽔）  

 

 

■オンライン説明会  

講座の内容についてのオンライン説明会を開催します。ぜひお気軽に参加ください。 

2026 年 9 ⽉ 28 ⽇（⽉）18:00〜18:30 

 

講座申込およびオンライン説明会の申込はこちらから 

https://vcp.musabi.ac.jp/tourism/ 
 

 

 

 

 

 

https://vcp.musabi.ac.jp/tourism/


 

■プログラム⽇程  

DAY１ 11 ⽉ 10 ⽇(⽕) 18:00-20:30 
 オリエンテーションとサービスデザイン概説 

観光サービスにおいて、これまでのお客様像（＝不満を取り除く対象）という存在を脱・中⼼化して、
新しい経験価値を⽣み出す共創パートナーに位置付け、地域社会を豊かにする観光の事業機会を探索
する「サービスデザイン」について学んでいきます。 

 講師：武蔵野美術⼤学 造形構想学部 クリエイティブイノベーション学科 教授 丸⼭ 幸伸 
   
DAY２ 11 ⽉ 24 ⽇(⽕) 18:00-20:30 

⽂化を、未来の価値に変える―強く、美しいブランドのつくり⽅   
地域には、まだ価値として⾔語化されていない⽂化や営みが数多く存在します。本講座では、そうし    
た⼟地固有の⽂化を⾒つけ、磨き、未来へつながるブランドへと育てる⽅法を考えます。ブランドを
広告や⾒た⽬ではなく「意思決定の積み重ね」と捉え、⽂化性・社会性・経済性をつなぎながら、⻑
く愛される強く美しいブランドのつくり⽅を、国内外の事例と実践から紐解きます。   

講師：株式会社 KESIKI 代表取締役 CDO、旭川市最⾼デザイン責任者(CDP)、 
東北芸術⼯科⼤学客員教授 ⽯川 俊祐 

 

DAY３ 12 ⽉ 8 ⽇(⽕) 18:00-20:30 
アートから考える観光のリフレーム 
AI や旅⾏ Vlog の普及により、旅の⽬的は多様化し、その⾏程はパーソナルなものへと変わってきま
した。⼀⽅でパンデミック以降、インバウンドの急増はオーバーツーリズムを引き起こし、観光は地
域住⺠の⽣活や経済格差、気候変動といった課題と無関係ではいられません。⾵景や⼟地の⽂脈を捉
え 直 し て き た 現代アートの 発 想 が 観 光 の ま なざし をどう リ フ レ ー ム し う る の か 、⼀緒に 考 え てみた
いと思います。 

講師：武蔵野美術⼤学 造形構想学部 クリエイティブイノベーション学科 准教授 ⽯川 卓磨 
 

DAY4 1 ⽉ 13 ⽇(⽔) 18:00-20:30 

美的秩序と価値循環：観光経営を捉え返す⼀つのアプローチ 
観光といっても、その⼈によって何を楽しむかには違いがあります。ただ、観光という⾏為が⾝体性
をともなうことは明⽩です。しかも、享受する側（＝観光客）だけでなく、提供する側（＝観光地を
構 成 す る諸アクター ） と の相互作 ⽤ がそこ に は必ず⽣ じ ま す 。 こ の 点 を⼿が か り に 、 美 的秩序
（aesthetic order）という概念を⽤いつつ、観光経営とはいったいいかなる営為であるのかについて
みなさんと考えてみたいと思います。 

講師：近畿⼤学経営学部 教授 ⼭縣 正幸 

 

DAY5 1 ⽉ 16 ⽇(⼟) 10:00-18:00 
フィールドワーク＆ワークショップ  

  これまでの座学によって得られた視点をもとに、都内のフィールドにて写真撮影や素描などのワーク
を経て気づきをまとめるまち歩き調査と、その視点をもとにしたサービスアイデアの機会について考
えるワークショップを⾏います。 

 
 
DAY6 2 ⽉ 2 ⽇(⽕) 18:00-20:30 

講評  
  ワークショップの成果発表と、⼀連の学びを終えたフィードバックを相互に⾏い学びを定着させます。 
 
 
DAY7・8 2 ⽉ 27 ⽇(⼟)〜2 ⽉ 28 ⽇(⽇) 

フィールドワーク＠伊⾖⼤島  



 

昨年の様⼦  
 

■「価値創造⼈材育成プログラム」（Value Creation Program ：VCP）について 

デザイン思考やアート思考といった特定の思考法にとらわれず、本学が約 100 年以上続けてきた造形教育

で得た知⾒を最⼤限活⽤し、「創造的思考⼒」を涵養するとともに、多様な視点を調和・統合させることを

通じて、新たな関係性を⾒いだすプログラムです。 

  

■東京都「⼤学等と連携した観光経営⼈材育成事業」について  

東京都では、観光関連事業者の経営⼒向上を図り、観光産業の活性化につなげることを⽬的として、⼤学

等と連携し て 観 光 関連事 業 に従事 す る 者等に向け た 新 た な 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発等の⽀援事 業 を 実 施 し

ています。武蔵野美術⼤学は 2024 年度より連携⼤学に選定されています。 

 
■武蔵野美術⼤学について  

 
2029年に100周年を迎える武蔵野美術⼤学は、1929年に創⽴された「帝国美術学校」を前⾝とし、「教養

を有する美術家養成」「真に⼈間的⾃由に達するような美術教育」を教育理念に掲げ、幅広い教養と⼈間

性を有する造形各分野の専⾨家を養成し、⽂化の創造発展と社会貢献に寄与してきました。  

造形学部と造形構想学部の 2 学部に、絵画、彫刻からデザイン、建築、映像、芸術⽂化、そして社会イノ

ベーションまで、美術・デザインの広がりに対応する 12 学科を有し、⼤学院には造形研究科、造形構想

研究科を設置しています。また 70 年以上の実績を持つ通信教育課程も設けています。⽇本を代表する美

術・デザイン⼤学として、これまで社会に輩出した卒業⽣は 7 万 7,000 ⼈に上ります。  
造形活動を通じて⾝に付く、正解のない問をたて、探求し、答えを表現する能⼒は、今の時代にこそ最

も必要とされています。卒業⽣は美術家、デザイナー、建築家、映像作家など、造形各分野の専⾨家と

して活躍するとともに、培った創造性、コミュニケーション能⼒が⾼く評価され、多くの業界で⽇本及

び世界有数の企業へ就職し、重要な役割を担っています。  

本 学 創 ⽴ 100 周 年 事 業 シ ン ボ ル マ ー ク ・ コ ン セ プ

ト ワ ー ド  



 

武蔵野美術⼤学 web サイト：https://www.musabi.ac.jp/ 

 

 

 

〈本件に関するお問い合わせ先〉  

武蔵野美術⼤学 観光経営⼈材育成事業 担当：⻄  

ichigaya_campus@musabi.ac.jp 

 


